


3　講義メモ

細階のシ叩Iレ循.温

人間。鮎如しや砂で姉揃うIし桝田隼で両手・

隼)練習ラ甲、塚締高一周富空理雪孝鋸か砂・
圧砕咋一㌢司る朝廃鳴袈緑中衛軽か下車丁--多年,覗く、
商か和河う口、薄い和し小を†ログ.

(/軸販しげ紅綬。先帝式任王政蘭十

世祖I小机じて当旦敢竹肩車植生弔いで判別で謁も

卿、了巧醇等I諸方しか和田紳輔紳『
多種免　すみ尭什詩碑翰∵　不着幕励 ・伸縮)

藍詫豊需品書冊轡
虐氷雨『シ放非晶-　小菊穀で-そろ　南終I瑚同数撒

人工的lヽ走力端か大要自作歌で-み。 ・

’ヽt

4　感想　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　と　　　　　　　　　しっ

入閣0梅拘仰向で一輝ことヤ　礼か・索授産膿胸小路発生直る
吃り的れ母と諸姉鮎勝鉦や闇碗′・・両ろこと言碇光れ測知

抜、陶質⑦脚か習驚仕種こら航・一矢のこして導当尊軌.

狛備鮒倫両綱鮒性質か軒て輝明鮎軸I,・碓
婦巳申、蝦か重工で-1明月串て-巨細甲可能補の紳肩汚しへ

惟笹凋醇か両班とも削、を陸。 ∴∴同
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	生徒レポート_Part6

